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市税
531億4,800万円
20.3%

その他自主財源
205億614万円
7.9%

国庫支出金
761億9,088万円

29.2%

歳入

使用料・手数料
37億6,743万円
1.4%

その他依存財源
372億89万円

14.3%

市債
322億1,972万円

12.3%

地方交付税
382億3,433万円

14.6%

自主財源（29.6％）
依存財源（70.4％）

歳出

人件費
272億3,917万円
10.7%

扶助費
810億9,655万円
31.9%

公債費
236億121万円

9.3%

投資的経費
390億3,270万円

15.4%

物件費
254億2,620万円

10.0%

補助費等
341億3,260万円

13.4%

その他
237億4,049万円
9.3%

義務的経費（51.9％）
任意的経費（48.1％）

市
が
行
う
仕
事
の
中
心
に
な
る
会
計
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
歳
入
は

「
飲
食
店
へ
の
営
業
時
間
短
縮
要
請
に
係
る
県

支
出
金
」が
増
加
し
、歳
出
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
な
ど
の
物
件
費
が
増
加
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
体
と
し
て
は
１
人
10
万
円
の
給
付
金

の
支
給
が
令
和
2
年
度
に
限
り
行
わ
れ
た
事

業
で
あ
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
歳
入
歳

出
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、一
般

会
計
の
収
支
は
27
億
７
，４
０
２
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。 一

般
会
計

一
般
会
計

皆
さ
ん
は
、自
分
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
?

令
和
３
年
度
に
、
市
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が

入
っ
て
き
て
、そ
の
お
金
を
何
に
使
っ
た
の
か
を

一
緒
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
金
額
は
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、合
計
が一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

財政課
☎829-1126

令
和
３
年
度
の
決
算
を
報
告
し
ま
す
！

歳入と歳出の内訳を見てみよう！

コーホーさん

一
年
間
の
全
て
の
支
出
。
扶
助
費
（
被
爆
者

や
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
な
ど
の

経
費
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出�

２
，5
4
2
億
６
，8
9
1
万
円

市
民
1
人
あ
た
り
の
歳
出�

約約　　

    

万
円
万
円

6363

市
民
1
人
あ
た
り
の
歳
入�

約約　　

    

万
円
万
円

6565

歳
入�

２
，６
１
２
億
６
，７
３
９
万
円

一
年
間
の
全
て
の
収
入
。
市
税
収
入
な
ど
の

市
が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
が
少
な

く
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
庫
支
出
金
、
地

方
交
付
税
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
令
和
4
年
3
月
末
、
人
口
4
0
3
，6
2
8
人
で
計
算
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市税
531億4,800万円
20.3%

その他自主財源
205億614万円
7.9%

国庫支出金
761億9,088万円

29.2%

歳入

使用料・手数料
37億6,743万円
1.4%

その他依存財源
372億89万円

14.3%

市債
322億1,972万円

12.3%

地方交付税
382億3,433万円

14.6%

自主財源（29.6％）
依存財源（70.4％）

歳出

人件費
272億3,917万円
10.7%

扶助費
810億9,655万円
31.9%

公債費
236億121万円

9.3%

投資的経費
390億3,270万円

15.4%

物件費
254億2,620万円

10.0%

補助費等
341億3,260万円

13.4%

その他
237億4,049万円
9.3%

義務的経費（51.9％）
任意的経費（48.1％）

実
質
収
支
は
黒
字
の
状
態
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

実
質
収
支
と
は
、歳
入
と
歳
出
の
差
額

か
ら
、翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
引
い
た
収
支
の
こ
と
で
す
。基
金
の

積
み
立
て
な
ど
今
後
の
財
政
運
営
に

役
立
て
ま
す
。

一
般
会
計
の
実
質
収
支

一
般
会
計
の
実
質
収
支

企業・特別会計の決算

会計 区分 決算額

水道事業
収益的 収入 113 億 1,856 万円

支出 96 億 8,838 万円

資本的 収入 7 億 1,590 万円
支出 61 億 　259 万円

下水道事業
収益的 収入 128 億 7,601 万円

支出 114 億 　459 万円

資本的 収入 66 億 9,391 万円
支出 117 億 　605 万円

収益的収入と支出
企業の経営活動により発生する収益と、それに対
応する費用
資本的収入と支出
企業の将来の経営活動に備えて行う建設改良費や
企業債償還金などの支出とその財源となる収入

それぞれの事業の収益（使用料など）で支出をまか
なう独立採算が原則の会計です。

企 業 会 計

歳
入

予算額 収入済額 収入率
2,412 億 8,400 万円 961 億 5,800 万円 39.9％

歳
出

予算額 支出済額 執行率
2,412 億 8,400 万円 914 億 6,900 万円 37.9％

◆一般会計 令
和
４
年
度
の
上
半
期（
４
〜
９
月
）

の
財
政
状
況

会計 区分 予算額 執行済額

水道
事業

収益的
収入 111 億 1,600 万円 48 億 1,500 万円
支出 99 億円 16 億 1,200 万円

資本的
収入 10 億 9,700 万円 1 億 1,400 万円
支出 71 億 1,500 万円 14 億 5,900 万円

下水道
事業

収益的
収入 126 億 1,300 万円 50 億 　100 万円
支出 114 億 4,300 万円 17 億 4,300 万円

資本的
収入 72 億 5,000 万円 11 億 5,300 万円
支出 122 億 2,800 万円 39 億 2,600 万円

◆企業会計

予算額 収入済額 支出済額
621 億 3,800 万円 454 億 3,700 万円 438 億 2,900 万円

◆特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業など 12 会計）

◆
一
時
借
入
金
の
現
在
高

1
1
億
3
，5
0
0
万
円

◆
市
の
財
産

6
，6
6
2
億
8
，1
9
1
万
円

◆
市
債（一般・特
別・企
業
会
計
の
合
計
）

3
，5
9
2
億　

 

5
0
0
万
円

※
9
月
末
時
点

一般会計のほかに、特定の収入（保険料や使用料など）
で、その事業の支出をまかなう会計です。

特 別 会 計

会計 収入済額 支出済額
観光施設事業 4 億 4,815 万円 4 億 4,639 万円
国民健康保険事業 547 億 2,179 万円 543 億 8,224 万円
土地取得 14 億 9,380 万円 14 億 2,239 万円
中央卸売市場事業 2 億 5,637 万円 2 億 5,637 万円
駐車場事業 2 億 　320 万円 2 億 　320 万円
財産区 3,651 万円 3,651 万円
母子父子寡婦福祉
資金貸付事業 2 億 5,943 万円 1 億 2,847 万円

介護保険事業 476 億 8,603 万円 465 億 　399 万円
生活排水事業 5 億 　821 万円 5 億 　821 万円
診療所事業 3 億 4,087 万円 3 億 4,087 万円
後期高齢者医療事業 59 億 2,569 万円 59 億 　303 万円
長崎市立病院機構
病院事業債管理 9 億 9,295 万円 9 億 9,295 万円

合計 1,128 億 7,300 万円 1,111 億 2,460 万円
前年度比 1.3% 増 1.4% 増

実
質
収
支（
億
円
）

50
45
40
35
30
25
20
15
10
 5
 0 R2H29 H30 R1 R3
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基
金
・
市
債
な
ど
の
状
況

令
和
３
年
度
の
主
な
取
り
組
み

収入種別 金額
市税 13 億 1,215 万円
国民健康保険税 17 億 6,633 万円
市営住宅家賃 1 億      37 万円
介護保険料 1 億 3,659 万円
後期高齢者医療保険料 3,383 万円
保育料 4,255 万円
その他 8 億 7,416 万円

合計 42 億 6,598 万円
（前年度比12.5％減）

基
金（
貯
金
）

基
金
は
、
財
政
運
営
や
特
定
の

目
的
の
た
め
の
資
金
・
財
産
で

す
。
令
和
３
年
度
末
の
残
高
は

約
4
5
5
億
円
で
す
。

市
民
1
人
あ
た
り
の
貯
金

約約　　

    
万
円
万
円

1111

市
債（
借
金
）

市
債
は
、
学
校
や
道
路
な
ど
の
建
設
や

災
害
復
旧
工
事
な
ど
を
将
来
を
含
め
た

世
代
間
で
公
平
に
負
担
し
合
う
た
め
の

借
入
金
で
す
。

令
和
３
年
度
末
の
残
高
は
約
2
，7
�4�

1
億
円
で
、そ
の
う
ち
国
か
ら
の
支
援

約
1
，4
3
0
億
円
を
除
い
た
実
質
的

な
市
債
残
高
は
約
1
，3
1
1
億
円
で

す
。

市
民
1
人
あ
た
り
の
実
質
的
な
借
金

約約　　

    

万
円
万
円

3232

種別 金額
土地 2,488 億 8,756 万円
建物 2,904 億 9,452 万円
工作物 1,026 億 1,558 万円
その他 242 億 8,425 万円

合計 6,662 億 8,191 万円

市
の
財
産

令
和
３
年
度
は
、
滞
納
者
に

約
6
，0
0
0
件
の
差
し
押

え
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
係
る

徴
収
猶
予
（
特
例
措
置
分
）

の
納
付
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど

で
、
令
和
２
年
度
よ
り
未
収

金
が
減
少
し
ま
し
た
。

未
収
金

一
会
計
年
度
内
で
の
収
入
と
支

出
の
一
時
的
な
不
均
衡
を
解
消

す
る
た
め
の
借
入
金
で
す
。令
和

３
年
度
の
最
高
借
入
額
は
1
�1�

8
億
7
8
1
万
円
で
す
。

一
時
借
入
金

財
政
状
況
を
表
す
健
全
化
判
断

比
率
は
国
が
定
め
る
基
準
を
全

て
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
実
質

赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
赤
字
が
な
く
、
残
り
2
つ

の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
未

満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況

市
が
め
ざ
す
将
来
の
都
市
像「
個
性
輝
く
世
界
都
市
」「
希
望

あ
ふ
れ
る
人
間
都
市
」の
実
現
に
向
け
て
テ
ー
マ
を
掲
げ
、取

り
組
み
ま
し
た
。こ
こ
で
は
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

長
崎
開
港
4
5
0
周
年
記
念

事
業
費 

5
，8
0
9
万
円

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

 

7
，7
1
3
万
円

長
崎
が
開
港
し
て
4
5
0
周
年
の
節
目
の
年
に
さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
行
い
、
長
崎
の
ま
ち
が
港
と
海
と
と
も
に
発
展

し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
、
行
動
を
起
こ
す
契
機
と
し
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
孤
立
感
や
負
担
感
の
軽
減
を
図
る
た
め
設
置
し

て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
新
た
に
4
地
区
に
開
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
利
用
料

を
無
料
に
し
ま
し
た
。
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「
平
和
の
文
化
」の
醸
成

 

9
8
1
万
円

平
和
の
新
し
い
伝
え
方
の
取
り
組
み
に
補
助
金
を
交
付
し
た

り
、
絵
本
を
通
し
て
子
育
て
世
代
に
平
和
を
考
え
る
機
会
を

提
供
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
入
り
口
か
ら
平
和
を

考
え
行
動
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
費

 

1
，3
3
1
万
円

「『
人
』
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
加
速

さ
せ
る
。」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
指
針

と
な
る
「
長
崎
市
D
X
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

出
島
メ
ッ
セ
長
崎
の
整
備

 

4
1
億
9
，0
5
6
万
円

M
I
C
E
誘
致
・
受
入
の
推
進

 

2
，9
5
6
万
円

国
際
会
議
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
で
き
る
出
島

メ
ッ
セ
長
崎
を
整
備
し
、令
和
３
年
11
月
に
開
業
し
ま
し
た
。

地
元
経
済
界
な
ど
と
と
も
に
誘
致
活
動
を
行
い
、
会
議
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
伴
う
市
内
受
注
促
進
の
た
め
、
地
元
企
業
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の
滞
在
・

周
遊
、
消
費
拡
大
を
促
進
し
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費 �

 

1
2
億
8
，5
1
9
万
円

　
P
C
R
検
査
な
ど
の
実
施
体
制
を
整
え
、陽
性
者
へ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
対
策
を
実
施

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費 �

 

3
5
億
8
，4
9
8
万
円

　
市
民
が
円
滑
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ
う
体
制
構
築
を
図
り
接
種
を
実
施

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費 �

 

5
3
億
5
，5
3
7
万
円

　
生
活
・
暮
ら
し
に
お
困
り
の
方
々
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
）へ
の
支
援

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費 �

 

5
億
3
，9
9
7
万
円

　
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
に
対
し
給
付
金
を
支
給

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費 �

 

5
4
億
9
，0
3
4
万
円

　
子
育
て
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
支
給

・
営
業
時
間
短
縮
要
請
協
力
金 �

 

9
0
億
7
，6
2
5
万
円

　
営
業
時
間
の
短
縮
に
協
力
し
た
事
業
者
に
対
し
協
力
金
を
支
給

・
中
小
事
業
者
等
一
時
金 �

 

2
7
億
4
，3
4
7
万
円

　
飲
食
店
の
時
短
営
業
や
外
出
自
粛
の
影
響
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
た
事
業
者
に
一
時
金
を
支
給

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
推
進

ま
ち
づ
く
り
の
脱
炭
素
化 

3
億
8
，6
7
3
万
円

道
路
灯
と
公
園
灯
を
L
E
D
化
し
、
長
崎
東
公
園
に
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
設
備
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、公
用
車
6
台
を
電
気
自
動
車
に
転
換
す
る
な
ど
C
O
2

削
減
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
各
種
支
援


